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The Effect of High Voltage on a Mercury ThermometerC2nd Report) 
Fumitoshi NAKAO 
As reported previously， when high voltage was applied to a mercury thermometer， the mercury tarnished， 
and an air hole formed in the mercury column as the mercury vaporized at that voltage， rendering the 
thermometer useless. 1n further tests， the tarnished mercury reacted wi th the glass wall of the glass tube 
along the mercury path， and became embedded into it. When high voltage was applied for a longer period， 
the tarnished mercury penetrated the glass wall as if small blades of grass were growing. This report will 
describe the phenomenon of the mercury penetration observed in these tests. 
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1、はしがき
水銀温度計に高電圧を印加すると、水銀の蒸発現象
により、水銀柱に空洞が生じ温度計としては役に立た
なくなるとともに、水銀そのものも変色してしまうこ
とは既に報告しておいた 1)Oその後の実験で、変色し
た水銀はガラスと何らかの反応を起こし、水銀の通り
道であるガラス管の管壁に食い込む現象が見られた。
そこで、高電圧の印加時間をさらに長くしてみたら、
水銀が周囲のガラス管壁に侵入し、小さな草の葉が成
長してゆくような侵入現象が見られたので幸良告する。
2、実験方法
水銀温度計
高圧電源へ
? アース
図.1 温度計への高電圧の印可図
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写真・ 1 呉験装置
図・ 1のように、水銀温度計を支持台にぶら下げて
恒温箱に入れる。温度目盛りを記載してあるガラス管
において、恒温箱の設定温度から 80mrn南街もた位置に
導線を巻いて接主制盃に接続する。これと、水銀溜の周
りにコイル状に巻いた導線との聞に 15kvの交流電王
を印加し、その様子を一定時間毎にカメラで撮影する。
実験中、↑亘温箱内は温度制卸装置により設定温度に保
たれている。設定温度は 500Cにして実験を行った。
写真・ 1は実験装置である。
3、実聯吉果
第1報で報告したように電圧印加後しばらくすると
水銀柱の先端から光を発し始める。その放電光は時間
が経つにつれ、極めてゆっくりした速度で光の柱のよ
うになって伸び、てし、く。しかし、管内の水銀蒸気圧力
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が大きくなると発光は次第に弱くなり、やがて発光し
なくなる。この様子を写真2'"'-'3に示す。
写真・ 2 電圧印加 14時間後
写真・ 3 電圧印加62時間後
写真・ 4 変色していない部分の導管の断面
写真・ 5 変色している部分の導管の断面
写真・ 6導管よりはみ出ている変色した水銀
電圧印加を止めて後に温度計を観察すると、設定温
度付近の水銀は黒っぽく変色している。この様子を調
べるために、外部の誤験所に依頼して水委良柱の拡大写
真を撮ってもらった問。それが写真4， 5である。
写真・ 4は普通の状態の断面写真で、使用した温度
計の水銀の導管が楕円状に作られていることがわかる。
写真・ 5は変色している部分の断面写真で、導管の周
囲がギザキ、ザ、になっている。これからみると、水銀が
菅壁のガラスと何らかの反応を起こし、菅壁を侵食し
ているように見える。さらに注意深く設定温度付近の
水委良柱を観察すると、写真・ 6のように黒っぽく変色
した水銀が導管よりはみ出していることがわかった。
そこで、高電圧の印加時間をさらに長くしてみたら、
写真・ 7'"'-'1に示すように、水銀が周囲のガラス管壁
に侵入し、小さな草の葉が成長してゆくような侵入現
象が見られた。写真・ 7は接地極付近の水銀の状態を
示すもので、接河北亙の両端で水銀のガラスへの侵入が
生じていることを示している。写真・ 8は接t断亙上部
の状態を拡大したもの、写真・ 9は下部の状態を拡大
したものである。写真・ 10、写真・ 11は下部の状態の
さらなる拡大写真である。上部より下部の部分の
侵入状態が大きいことがわかる。
写真・ 7 接地極付近の状態
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写真・ 8 接士断亙上部の拡大
写真・ 9 接見姫下部の拡大
写真・ 10 接地極下部の拡大1
写真・ 11 接地極下部の拡大2
写真・ 12、13は電圧印加後74時間および158時
間後の発光状態を示すものである。
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写真・12において、発光は大きく 3つの部分に分か
れているがれ、ずれも発光は白色で、ある)、中央の部分
が接地婚の部分であり、この両端では発光はかなり弱
く、その色は淡いピンク色である。この発光の弱し¥部
分が写真・ 7で示した侵食現象を生じているところで
ある。
写真・13は発光現象の終了に近い時間帯のものであ
り、接瑚重付近は淡い青色、その両端の微かに発光し
ている部分は淡いピンク色で、左方向ぽ淡し時絶の発
光をしている。この発光の色の違いが侵食現象に関係
しているのかも知れない。
写真・ 12電圧印加 74時間後の発光状態
写真・ 13電圧印加 158時間後の発光状態
4.あとがき
何故写真・ 7以下に示したような現象が生ずるのか
全く解らない。しかも、写真・ 6で示したような現象
が生ずる設定温度付近で生ずるのでは無く、接地飽か
ら少し高針Lた部分に生ずるのが不思議である。今後さ
らに実験し、現象を詳細に調べて報告したい。
おわりに、実験に協力してくれた卒研生の小屋真伍、
土持まどか君同惑訪れ1たします。
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